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ランチタイム 11：30～12：30 

木のおうち内に飲食ルームあり 

学生食堂もご利用ください 

 

＊月１回の子育て広場は、体育館で行っております 

 

＜持ち物＞ 上履き  

＜場所＞ 和歌山信愛女子短期大学内（駐車場有） 

             和歌山市相坂 702 番地の 2 

＜お問い合わせ＞ 

和歌山信愛女子短期大学きょう育の和センター 

TEL:073-479-1106（10 時～15 時 土日祝除く） 

http://www.shinai-u.ac.jp/kyoikunowa/ 

 

和歌山市地域子育て支援センター中之島 

TEL：073-422-8661 

 

    

     

 

 

 

 

木のおうち 10：00～15：00 
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＊怪我等のないように、お子様の見守りは保護者の方々でよろしく 

お願い致します。本学での事故怪我等の保障はございませんので、 

ご了承の上ご参加ください。 

＊「木のおうち」の利用案内等は、大学の HP をご確認下さい。 

 

和歌山市と本学の連携した取り組み、子育て支援活動「ふれ愛ルーム木のおうち」は、毎週月曜・水曜

に 

親子の集える場所として学内施設の一部を開放しています。 

また、月 1回土曜の「子育て広場」も開催しています。 

子ども・大人・学生が、共に学び・育ち・支えあい、笑顔一杯の地域づくりを目指して活動しています。 
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木のおうちスタッフよりお知らせ 

 

●4 月は、4/13（水）にスタートします。 

   

お母さんも子どもさんも、お友達をたくさん作って、楽しい時間を過ごしてくださいね(^O^) 

 「木のおうち移動図書館」がはじまります！ 
 

子どもが寝てから、ちょっとひと息、子育ての合間に読書を楽しみませんか？ 

信愛短大の図書館から木のおうちへ、移動図書館がやってきます！ 

遊び、食育、一般書など、お母さん向けの本がたくさん♪ 

 下記の日時に貸し出しをしますので、借りにきてくださいね。 

● ４/１３（水） 10：30～11：00 

● 5/１１（水） 10：30～11：00 

   場所 ： ふれ愛ルーム木のおうち 

 

－私達のねがい－ 

 

 「木のおうち」「のびのび」が開設されて早一年が立とうとしています。 

 たくさんの子ども達と、ご家族の方々に、集って頂ける場となり、本当に嬉しく思っています。 

 忙しい日常から 少 お し 離れて、 

 ゆっくりとお子さんと向き合っていただきたい。 

 ゆっくりと声を聞いてあげていただきたい。 

 「早く、早く」「だめ、だめ」「もう、」の言葉は使わない。 

 そんな時間にしていただきたい。 

 そこから、きっと見えてくると思います。今の本当のお子さんの姿が・・・。 

 そこから、きっと聞こえてくると思います。本当に伝えたいお子さんの言葉が・・・。 

 その時こそ、お母様のお顔に微笑みが、お母様のこころにやさしさが生まれてくるはずです。 

 私達は、そんな支援をしたいと思っています。 

 

                                   保育科長 森﨑陽子 

 

 


